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Abstract

香りは、民間療法の一つに用いられているが、ファッションではおしゃれの一つとして衣

服を纏う感覚で香りを楽しんでいる。人々は、香りに嗜好を持ち、快・不快感に直結して

いる。ここでは 6種類の香りを用いて人々の香りに対する快・不快感をシェッフェの一対

比較法により明らかにした。さらに香りのイメージの情報量をシャノンの情報理論を用い

て bitで表現することを試みた。

各香りの快・不快感を求めた結果、快適感を示した香りはフローラル、フルーティーフロー

ラル、マリンタイプであった。不快感を示した香りはフローラルグリーン、シプレ、オリ

エンタル 878であった。各香りのイメージは、情報量を bitで表すことができた。

キーワード：感覚、嗜好、イメージ、感情
Key Words: feeling, taste, Image, emotional

Journal of the Faculty of Human Sciences, Kobe Shoin Women’s University, No. 2 （March 2013）, 57–72.
神戸松蔭女子学院大学研究紀要人間科学部篇 No. 2 （2013年 3月） 57–72.

1．緒　言
香りは、人々の心や体に作用し、様々な気分を味あわせてくれる。また、年齢に問わず多
くの人々が好んで使用し、TPOに合わせて使い分けができるため、人々の生活の一部となっ
ている。
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今までの研究では、斉藤 1ら、吉田 2らは、フローラルの香りは、快適性が高め免疫系に良
い影響を与えるため、ストレス緩和効果があると報告している。吉田 2らは、香りの効果はヨー
ロッパで、補足的療法として看護領域にも取り入れられ、産婦人科領域や手術の緊張や不安
の緩和、ストレス軽減などを目的に用いられる。また不眠症で睡眠用薬剤を用いる患者の薬
剤軽減にも効果があり、入眠を促す援助としても応用されつつあるという結果を報告してい
る。また、斉藤 1らは、植物系の香りは、睡眠時間を延長し、睡眠周期を安定させ、快適な
睡眠に役立つと報告している。立川 3らは、マリンタイプの香りは「親しみやすい」「可愛ら
しい」など親近感のあるイメージであり、嗜好性の高い香りであると報告している。さらに、
香りは医学療法に関わる研究が進んでいる 4、5、6。香りは、香りの種類によって様々な可能性
が示唆されているが、実際に同じ香りを付けても人によって感じ方が異なる。
そこで、人々の香りに対する快・不快感をもとめるとともに、香りのイメージの情報量を

bitで表現することを目的とした。

2．方法
2.1．提示刺激
香り判定を行う場合の提示刺激として、フローラル（花）、フルーティーフローラル（花と

フルーツ）、フローラルグリーン（草、牧草地）、シプレ（コケ、シダ）、オリエンタル 878（動
物性香料、東洋を思わせる香り）、マリンタイプ（海、オゾン、空）の 6種類の試料を用いた。
　各香りは、小型の円筒形の容器に密閉し、実験開始時に容器を開けた。実験は暗幕で覆っ
て外光を遮断した部屋で行った。室温は 20℃程度に設定した。室内は無臭の部屋とした。

2.2．判定方法
判定は、快・不快感判定を実施した。判定方法は、6試料を用いてシェッフェの一対比較

法 7により 7段階で評価した。今回行った一対比較法では、各対の比較で往復比較を行うこ
とを許したため、比較順応は考えず、かつ一人の被験者が全ての比較を行った。判定法は “「非
常に不快」な感じがする ”から “「非常に快」な感じがする ”を－ 3点～ 3点とした。
香りのイメージを測定するための評定用語については、収集した用語を用いてプリテスト
を繰り返し、評定に適していると判断した形容詞対 16を選定し、5段階尺度で判定させた。

2.3．実験手順
実験に参加した被験者は、18歳～ 22歳までの女子大生 63名であった。実験内容に同意し
た学生を対象とした。実験中は他の香りが混じらないように注意して行った。また、被験者
には実験開始時に容器を開け、香りを嗅いてもらった。判定は順応効果を考えないで行った。
香りの比較判定の実験手順は、被験者に実験開始時に大きく深呼吸するように指示した。
また、香りが混じらないように 2～ 5分間時間を空けながら調査を行い、順序効果を避ける
ために香りの提示順をランダムとした。被験者に sample②に対する sample①の快・不快感
を判定させた。判定時間は被験者の判定が終わるまでとした。試料提示者は、試料対を順に
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渡し、被験者が全ての試料対に対する快・不快感の判定を行った。
イメージ調査の実験手順は、被験者に sample①の香りを嗅いでもらい、香りに対するイメー
ジ用語として設定した形容詞対 16を用い、5段階尺度の SD法により求めた。同時に sample

②～ sample⑥まで行った。得られた被験者 63名の評定平均値および相関行列から主成分分
析を行い、イメージ因子を抽出するとともに、因子と香りの種類との関係を分析した。

2.4．シェッフェの一対比較法の解析方法
シェッフェの一対比較法を用いて、香りの快・不快感に関する官能評価を行なった結果から、
芳賀の変法 7を用い分散分析を行ない、各香りに対し被験者が快・不快の差を感じたかどう
かを検討した。各試料 6種類の相対的な快・不快感を示す数値として、この手法のなかで算
出される平均嗜好度を用い示した。なお、t個の試料を比較し、順序を考えずに各対を n回ず
つ比較した。

 （1）

 （2）

　　   各効果の平方和は次式により計算した。

 （3）

 （4）

自由度は、主効果（Sα）；t－ 1，組合わせ効果（Sγ）；（t－ 1）（t－ 2）／ 2とした。
分散分析の結果、主効果が有意になったら、　　　　の信頼区間を求め、どのα i間に差が
あるかを確認した。
まず、次式によってヤードスティック Yαを計算した。

 （5）
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2.5．シャノンの情報理論を用いた香りの情報伝達度
香りのイメージに関して、香りの刺激を変えることによって、様々なイメージが得られる
ことを検討してきた。しかし、香りのイメージについての各香りの精度の比較までは考察で
きなかった。
ここでは、香りのイメージにおける情報量の大きさ、つまり、刺激情報がどれくらい被験
者へ伝わっているのかを情報理論的手法により計量化することを試みた。
香りの判定は、嗅覚の感覚器から得られる情報を入力、イメージ情報を出力とした情報処
理システムとして考えることができる。このシステムにおける情報の伝達状態を数理的に評
価する方法として、シャノンの情報理論を考えることができる 8、9。したがって、ここで扱う
情報量は不確実さ、曖昧さの程度を示す。情報量が多いことは、不確実さが高いことを意味し、
情報量が少ないことは、不確実さが低いことを意味する。
シャノンの情報理論から、感覚器官から得られる刺激情報源　　に関する情報量は、

 （1）

で得られる。なお、各試料について組合せの回数が等しいとき、すなわち、n1.=n2.=・・・・・
=ni.=・・・・・=nk.、のときには　　=logkとなり、本実験では　　=log217=4.087 bitである。
香り判定結果は、　　に対する反応情報である。この反応情報源　　の情報量は

 （2）

で与えられる。この入出力システムを評価するには、提示された刺激情報量　　が、反応情
報量　　にどの程度伝達されたかの伝達情報量　　　を求めればよい。伝達情報量　　　は、

 （3）

によって求まる。ここで、

 （4）

3．結果
3.1．香りの快・不快感判定の分散分析結果
香りの比較判定により得られたデータから、被験者が 6つの香りに対する快・不快感の違
いがあるかどうかを確かめるために分散分析を行った（表 1）。その結果、香りの比較判定の
主効果は、1％有意であった。また組合せ効果は、すべての判定において有意ではなかった。
このことから香りの判定に対して被験者は、香りからなんらかの影響を受けて判定している
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ことがわかった。

表 1　各香りの快・不快感の主効果、組み合わせ効果の F値
　　　（**は危険率 1％で有意を示す。）

F値 F0.05 F0.01
主効果（Sα） 130.12** 6.39 16.00

組み合わせ効果（Sγ） 1.91 3.18 5.35

3.2．香りの快・不快感判定の平均嗜好度の結果
図 1の各香りの比較判定は、シェフェの一対比較法によって得られた各香りの快・不快に

対する尺度値を示す。横軸は各香りの名前である。縦軸は各香りに対する快・不快感尺度値
としての平均嗜好度である。形容詞として「快」、「不快」を使用し、値が 1.5に近いほど「快」
と感じ、値が－ 1.5に近いほど「不快」なことを意味している。

6つの香りに対する快・不快感は、フローラル・フルーティーフローラル・マリンタイプは快、
フローラルグリーン・シプレ・オリエンタル 878は不快に感じた。

図 1　各香りの平均嗜好度

3.3．香りのイメージ調査の結果
表 2は、各香りのイメージ調査結果を単純集計した平均である。フローラルは「上品な、

女性的な」、フルーティーフローラルは「上品な、女性的な、若々しい、華やかな、好き」、
シプレは「年寄りじみた、渋い、濁った、嫌い、セクシーでない、うっとうしい、癒されない」、
マリンタイプは「好き」のイメージであった。
表 3は、各香りの相関係数を示した。フローラルとフルーティーフローラルは 0.91、フロー
ラルとマリンタイプは 0.87、フルーティーフローラルとマリンタイプは 0.98、フローラルグ
リーンとシプレは 0.84、フローラルグリーンとオリエンタル 878は 0.85、シプレとオリエン
タル 878は 0.87で相関が高く、フローラルとシプレは－ 0.70、フルーティーフローラルとシ
プレは－ 0.85、フルーティーフローラルとオリエンタル 878は－ 0.63、シプレとマリンタイ
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プは－ 0.82、オリエンタル 878とマリンタイプは－ 0.60で負の相関が高かった。

表 2　各香りの平均

表 3　香りの相関関係

3.4．香りのイメージによる相関関係と主成分分析結果
各形容詞間の平均値から相関行列を求めた。フローラルの香りで一番高い相関関係を示し
ているのは「癒される」と「好き」であった。次いで、「爽やかな」と「好き」も高い相関関
係を示した。相関関係があった形容詞対は、18組であった。その中で特に「癒される」は「若々
しい」「華やかな」「澄んだ」「穏やかな」「好き」「爽やかな」の 6つのイメージに相関関係が
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みられた。また「爽やかな」にも「若々しい」「澄んだ」「華やかな」「好き」の 4つのイメー
ジに相関関係がみられた。
フルーティーフローラルの香りで一番高い相関関係を示しているのは「個性的な」と「珍
しい」であった。次いで、「癒される」と「穏やかな」も高い相関関係を示した。相関関係があっ
た形容詞対は、12組であった。その中で特に「癒される」は「穏やかな」「好き」「爽やかな」
の 3つのイメージに相関関係がみられた。
フローラルグリーンの香りで一番高い相関関係を示しているのは「癒される」と「華やかな」
であった。次いで、「女性的な」と「上品な」、「現代的な」と「派手な」も高い相関関係を示
した。相関関係があった形容詞対は、13組であった。その中で特に「癒される」は「華やかな」
「好き」「爽やかな」の 3つのイメージに相関関係がみられた。
シプレの香りで一番高い相関関係を示しているのは「華やかな」と「若々しい」であった。
次いで、「癒される」と「爽やかな」も高い相関関係を示した。相関関係があった形容詞対は、
4組であった。
オリエンタル 878の香りで一番高い相関関係を示しているのは「癒される」と「爽やかな」
であった。次いで、「癒される」と「好き」も高い相関関係を示した。相関関係があった形容
詞対は、26組であった。その中で特に「癒される」は「上品な」「若々しい」「華やかな」「澄
んだ」「好き」「爽やかな」の 6つのイメージに相関関係がみられた。また「爽やかな」にも「上
品な」「現代的な」「若々しい」「華やかな」「澄んだ」「好き」の 6つのイメージに相関関係が
みられた。
マリンタイプの香りで一番高い相関関係を示しているのは「癒される」と「好き」であっ
た。次いで、「爽やか」と「好き」も高い相関関係を示した。相関関係があった形容詞対は、
32組であった。その中で特に「癒される」は「上品な」「現代的な」「若々しい」「澄んだ」「穏
やかな」「好き」「セクシーな」「爽やかな」の 8つのイメージに相関関係がみられた。「好き」
にも「上品な」「女性的な」「現代的な」「若々しい」「澄んだ」「穏やかな」の 6つのイメージ
に相関関係がみられた。また「セクシーな」にも「女性的な」「現代的な」「若々しい」「華や
かな」「澄んだ」「好き」の 6つのイメージに相関関係がみられた。
次に、各香りの相関行列の数値を用い主成分分析をした。表 4は、各香りの主成分負荷量

を示した。
フローラルの香りの第 1主成分は「好き、爽やかな、癒される、若々しい、華やかな、澄んだ」、
第 2主成分は「特別の、セクシーな」であった。各主成分の意味づけとして、第 1主成分を［癒
し］の主成分、第 2主成分を［ドレッシー］の主成分とした。累積寄与率は 52.53％であった。
フルーティーフローラルの香りの第 1主成分は「澄んだ、穏やかな、好き、癒される、上品な」、
第 2主成分は「個性的な、特別の」であった。各主成分の意味づけとして、第 1主成分を［ナチュ
ラル］の主成分、第 2主成分を［フォーマル］の主成分とした。累積寄与率は、45.7％であった。
フローラルグリーンの香りの第 1主成分は「澄んだ、爽やかな」、第 2主成分は「下品な、
男性的な、嫌い、個性的な」である。各主成分の意味づけとして、第 1主成分を［安らぎ］
の主成分、第 2主成分を［異性］の主成分とした。累積寄与率は、59.35％であった。



64 Journal of the Faculty of Human Sciences, Kobe Shoin Women’s University No. 2 （March 2013）

シプレの香りの第 1主成分は「下品な、渋い、濁った、珍しい、個性的な」、第 2主成分は
「派手な、深みのある」であった。各主成分の意味づけとして、第 1主成分を［ワイルド］の
主成分、第 2主成分を［ダイナミック］の主成分とした。累積寄与率は、44.47％であった。
オリエンタル 878の香りの第 1主成分は「若々しい、華やかな、好き、爽やかな、女性的な、
セクシーな、現代的な、澄んだ、癒される、上品な」第 2主成分は「派手な、特別な、個性的な」
であった。各主成分の意味づけとして、第 1主成分を［熟年女性］の主成分、第 2主成分を［ゴー
ジャス］の主成分とした。累積寄与率は 58.29％であった。
マリンタイプの香りの第 1主成分は「若々しい、澄んだ、好き、セクシーな、爽やかな、
癒される、上品な、女性的な、現代的な、華やかな」第 2主成分は「珍しい、特別の、個性
的な、派手な、深みのある」であった。各主成分の意味づけとして、第 1主成分を［憧れ］
の主成分、第 2主成分を［ユーモラス］の主成分とした。累積寄与率は 57.58％であった。

表 4　各香りの主成分負荷量
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3.5．各香りの伝達情報量
被験者は、香りに対するイメージが異なるため、量的に情報を求めた。情報理論に用いた
データは、主成分分析の第 1主成分、第 2主成分の主成分負荷量 0.6以上の形容詞対とした。
各香りの第 1主成分、第 2主成分ごとに、（5）～（7）式により各エントロピーを求め、さら
に（8）～（10）式により全体のあいまいさ、伝達情報量の第 1主成分、第 2主成分を算出し
た（表 5）。

表 5　算出した各香りの各情報量

　香り 1：フローラル、香り 2：フルーティーフローラル、香り 3：フローラルグリーン、香り 4：シプレ、香り 5：
オリエンタル 878、香り 6：マリンタイプ
　形容詞対 1：上品な―下品な、2：男性的な―女性的な、3：派手な―地味な、4：現代的な―古典的な、5：深
みのある―浅い、6：若々しい―年寄りじみた、7：華やかな―渋い、8：澄んだ―濁った、9：穏やかな―情熱的な、
10：好き―嫌い、11：珍しい―ありふれた、12：特別の―普段の、13：セクシ―な―セクシ―でない、14：個
性的な―一般的な、15：爽やかな―うっとうしい、16：癒される―癒されない

各香りの主成分ごとに 0.6以上の形容詞対の用語が異なるために、伝達情報量が異なってい
る。そこで比較をするために、形容語 1語あたりの情報量を求めた。フローラルの第 1主成分は、
　　　　　　　　　　 であった。フローラルの第 2主成分は　　　　　　　　　　　であっ
た。算出した情報量をまとめて示すと表 6になる。　

表 6　算出した各香りの形容語 1語あたりの情報量

xH 431.06log)( 2 == bitxH 5.02log)( 2 ==
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表 6の香り 1の第 1主成分判定には各情報量成分感の関係において、エントロピー　　　　
　　　　　は全体としてのあいまいさを示す量である。　　　は刺激（この場合は香りの反
射率）から反応へ被験者により伝達されたあいまいさの情報量であり、伝達可能な情報量
　　　　　　　 のうち、　　　　 だけ伝達されたと考えることができる。また、伝達の散失
情報量　　　　　　　 　は、刺激情報のうち被験者によって失われた成分であり、官能検査
を通じて被験者により、この散失情報量だけのあいまいさが減少したといえる。付加情報量
　　　　　　　 　は、反応情報のうち無関連成分ないし雑音成分とみなせる。ほかの場合も
同様にして考えられる。

4．考察
4.1．各香りの快・不快感
主効果および組合せ効果の結果から、被験者は 6試料の香りに対し、快・不快感を感じとっ

ていることがわかった。
6試料の香りを比較することによって、快・不快感に違いがあり、フローラル・フルーティー
フローラル・マリンタイプは快適と感じ取っていることが実験的に明らかになった。フロー
ラルの香りは、斎藤ら 1は、快適性を高め、免疫系によい影響を与え、ストレス緩和効果が
あるということを報告している。吉田ら 2の結果では、Lavenderは、精神・心理的にもリラッ
クス効果を引きおこす作用があり、これは木村ら 10の結果とも一致している。Rosemaryは、
心理的に気分をスッキリさせるようなリフレッシュ効果があると報告されている。これらの
ことからフローラルの香りは、ストレスを下げ、心身ともにリラックス効果を引きおこす作
用があるため、快適という同様の結果が得られたと考えられる。
フルーティーフローラルの香りは、小森ら 11は、香りの生体に及ぼす影響についての臨床
報告で、柑橘系の香りが抗ストレス作用、抗うつ作用を持つことを示した。また、睡眠時間
がパインの香りにより延長するという結果が報告されている。立川ら 3は他人との接近距離
（PS）を測る研究では、フルーティーフローラルは、最も PSが短かったと報告している。こ
れらのことから、フルーティーフローラルの香りはストレスを下げ、心身ともリラックス効
果を引きおこし、人とのコミュニケーションの円滑化にも寄与する可能性があることから、
快適という同様の結果が得られたと考えられる。
マリンタイプの香りは、香水図鑑 12では、太陽の光や水のせせらぎなど、自然をモチーフ
にした心地よい香りが多く、男女を問わず最近人気が出ていると報告されている。このよう
にマリンタイプは、親和感があり嗜好性の香りであるため、同様の結果が得られたと考えら
れている。
フローラルグリーン・シプレ・オリエンタル 878は不快を感じ取っていることが実験的に
明らかになった。フローラルグリーンの香りは、吉田ら 2は、citronellaは、昆虫駆除（虫よけ）
の作用があると言われているように、この香りに対する感想は、「不快な香りでじっとしてい
られない」「気持ち悪い」など、かなり嫌悪的な意見があった反面、「ほのかに香ると心地よい」
など好意的な意見もあり、嗜好についてはかなりばらつきがあった。このように citronellaら

yxH ),(
bit770.0= );( yxT

bitxH 431.0)( = bit013.0
bityH x 339.0)( =

bitxH y 417.0)( =
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の香りの研究は、個人による嗜好の差が大きく、それに伴う精神的、心理的効果が個人によっ
てかなり異なっていると報告している。そのため、私たちの研究に用いたフローラルグリー
ンの香りは草や牧草地をイメージした香りであり、吉田 2らの研究と同じように個人差が現
れる香りであるため不快と感じた被験者が多かったと考えられる。
シプレの香りは、香水図鑑 12には「シプレは苔の香りのことであり、神秘的で深みや落ち

着きを感じさせるため、シックで現代的な香りとして使用されており、メンズに多い」と記
されている。このことから今回の被験者は、女性を対象としたために不快と感じたと考えら
れる。
オリエンタル 878の香りは、香水図鑑 12には「動物性香料を用い、最も重厚で甘くグラマ
ラスな香りである。又オリエンタルの名前は、動物香料の採取地が東洋だったのがその由来
である」と記されている。また、「ドレスに負けない華やかなジュエリーのような香りを放ち、
熟年した大人の女性が好む香りである」と述べられている。今回の被験者は、女子大学生を
対象としたために、熟年した大人が好む香りは不快と感じたと考えられる。

4.2．香りのイメージと相関関係
各香りの相関関係の結果から、シェッフェの一対比較法で快適感を示しているフローラル、
フルーティーフローラル、マリンタイプの香りの組合せは相関が高く、不快感を示している
フローラルグリーン、シプレ、オリエンタル 878の香りの組合せも相関が高かった。フロー
ラル、フルーティーフローラル、マリンタイプの香りは、イメージ調査では「女性的、好き、
癒される、澄んだ」というイメージ結果であった。フローラルグリーン、シプレ、オリエン
タル 878の香りは、イメージ調査では「嫌い、濁った、渋い、年寄りじみた」というフロー
ラル、フルーティーフローラル、マリンタイプとは逆のイメージであった。このことから、
快適と感じている組み合わせごとの香りと、不快と感じている組み合わせごとの香りは同じ
イメージを持っていると考えられる。
快適感と不快感の対であるフローラルとシプレ、フルーティーフローラルとオリエンタル

878、シプレとマリンタイプ、オリエンタル 878とマリンタイプは負の相関が高かった。フロー
ラルとシプレのイメージ調査では、フローラルは「好き、華やかな、若々しい」イメージで
あるが、シプレは「嫌い、渋い、年寄りじみた」イメージであった。このことから、快適感
と不快感の対は、相反する香りであると考えられる。
フローラルの香りに対するイメージは、吉田ら 2は Lavenderを「落ち着く」「ゆったりとし

た気分になる」イメージであると報告しており、Rosemaryを「スッキリ爽快な感じ」「目が
覚めた気がする」イメージであると報告している。私たちの研究からは、フローラルの香り
は、「癒される、穏やかな、澄んだ」など［癒し］のイメージであり、心身ともリフレッシュ
効果を及ぼすという同様の結果が得られたと考えられる。
フルーティーフローラルの香りに対するイメージは、立川ら 3は「スタイルがよい」「セク
シーな」など成熟女性のイメージであると報告している。私たちの研究からは、フルーティー
フローラルの香りは、「個性的な、珍しい、癒される、穏やかな」など ［ナチュラル］のイメー
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ジであり、［フォーマル］な女性のイメージという結果が得られたと考えられる。立川 3らの
研究では男女学生（男 9名、女 21名）計 30名を対象としているため、今回の女子大学生を
対象とした研究では、男性が含まれていないため、性別に凄く香りのイメージの違いが現れ
るということがわかった。
フローラルグリーンの香りに対する感想は、吉田ら 2は「不快の香りでじっとしていれない」

「気持ち悪い」など、かなり嫌悪な意見があった反面、「ほのかに香ると心地よい」など好意
的な意見もあり、嗜好についてはかなりばらつきがあったと報告している。私たちの研究では、
他の香りと比較すると不快という結果が現れたが、イメージ調査では「癒される、華やかな、
上品な」など［安らぎ］のイメージ結果が得られ不快と感じているにも関わらず好印象のイメー
ジをもっていた。このことから、不快にも関わらず、イメージは被験者の嗜好が強くはたら
き、あこがれる香りであると考えられる。フローラルグリーンの香りはフローラル、フルー
ティーフローラル、マリンタイプのように快適な香りではないが、被験者に華やかな印象を
与え、精神的に落ち着く香りであると考えられる。
シプレの香りに対するイメージは、香水図鑑 11には「シック」「神秘的」などのイメージで

あると報告している。私たちの研究からは、シプレの香りは、「下品な、渋い、濁った、珍し
い」など ［ワイルド］のイメージであり、今回の被験者はあまり好まないイメージという結
果が得られたと考えられる。香水図鑑 11によると、シプレの香りは特にメンズに好まれてい
ると報告されているため、今回の女性を対象とした研究では、あまり好まないイメージが表
現されたと考えられる。
オリエンタル 878に対するイメージは、香水図鑑 11には「熟年女性」「贅沢」「濃厚」「ドレッ

シー」などのイメージであると報告している。私たちの研究からは、オリエンタル 878の香
りは、「華やか、セクシー、上品、派手」などのイメージであり、［ゴージャス］な女性のイメー
ジであるという同様の結果が得られたと考えられる。又、香水図鑑 11によると、オリエンタ
ル 878の香りは夜のシーンに使ってこそ演出効果があると報告されており、「セクシー、華や
か」という今回のイメージ結果は一致しているといえる。
マリンタイプの香りに対するイメージは、立川ら 3は「親しみやすい」「可愛らしい」「感

じがよい」など親近感があり、人々のコミュニケーションの円滑に最適な効果を及ぼすと報
告している。私たちの研究からは、マリンタイプの香りは、「癒される、華やかな、爽やかな、
澄んだ、若々しい」など ［憧れ］のイメージという結果が得られたと考えられる。

4.3．各香りの判定方法と伝達情報量
4.3.1　全体のあいまいさ
図 2は表 6のエントロピー　　　　を棒グラフにより図示したものである。縦軸は情報量

（bit）を示し、横軸は各香りを主成分分析した主成分負荷量の第 1主成分と第 2主成分を示し
た。このエントロピーの大きさから、各香りについて推定できる。ここでは、すべての香り
においてエントロピーは大きく、情報にかなりのあいまいさを伴っていることがわかる。

 

);( yxH
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図 2　各香りの全体のあいまいさ

4.3.2　伝達情報量
図 3は表 6のエントロピー　　　  を棒グラフにより図示したものである。縦軸は情報量

（bit）を示し、横軸は各香りを主成分分析した主成分負荷量の第 1主成分と第 2主成分を示し
た。このエントロピーの大きさから、各香りについて刺激から反応へ被験者により伝達され
たあいまいさの情報量が推定できる。つまり、この値が大きい香りに関しては、主成分分析
をした主成分負荷量 0.6以上のイメージ用語におけるあいまいさが大きいと考えられる。

図 3　各香りの伝達情報量

ここでは、伝えられたあいまいさが小さいほうから順に香り 5（オリエンタル 878）の第 1

主成分、香り 1（フローラル）の第 1主成分、香り 6（マリンタイプ）の第 2主成分、香り 5（オ
リエンタル 878）の第 2主成分、香り 2（フルーティーフローラル）の第 1主成分、香り 6（マ
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リンタイプ）の第 1主成分、香り 3（フローラルグリーン）の第 1主成分、香り 1（フローラル）
の第 2主成分、香り 3（フローラルグリーン）の第 2主成分、香り 2（フルーティーフローラ
ル）の第 2主成分、香り 4（シプレ）の第 2主成分、香り 4（シプレ）の第 1主成分となった。
特にオリエンタル 878の第 1主成分はこの値が非常に小さく、オリエンタル 878の第 1主成
分による判定の正確さを示した結果であった。
フローラルの香りは第 1主成分と第 2主成分との差が大きかった。第 1主成分は　　　   

とあいまいさが小さかったが、第 2主成分は　　　　 とあいまいさが大きかった。フローラ
ルの香りは、瞬間的な香りでは良いイメージであったが、「セクシーな、特別な」など様々な
イメージ反応あった。以上のことから被験者が皆同じ嗜好では無いということがわかった。
フルーティーフローラルは第 1主成分と第 2主成分との差が大きかった。第 1主成分は

　　　　とあいまいさが小さかったが、第 2主成分は　　　　 とあいまいさが大きかった。
フルーティーフローラルの香りは、瞬間的な香りでは良いイメージであったが、「個性的な、
特別の」など様々なイメージ反応があった。以上のことから被験者が皆同じ嗜好では無いと
いうことがわかった。
フローラルグリーンは第1主成分と第2主成分ともあいまいさが大きかった。又、シェッフェ

の一対比較法では不快という結果であった。フローラルグリーンの香りは、害虫駆除（虫除け）
に似た香りであるため嗅いだことはあるが、被験者によって嗜好の差が大きく現れる香りな
ため、あいまいさが大きかったと考えられる。
シプレは第 1主成分と第 2主成分ともあいまいさが一番大きかった。シプレの香りはシェッ
フェの一対比較法では不快という結果であった。又、イメージ調査では「個性的な、珍しい」
イメージであるという結果であった。このことからシプレの香りは、珍しい香りなため、あ
いまいさが大きかったと考えられる。
オリエンタル 878は第 1主成分と第 2主成分ともあいまいさが小さく、あまり差がなかった。

シェッフェの一対比較法で不快という結果であった。オリエンタル 878は、大人の香りがす
るイメージであり、被験者は嗅いだことはあるが、熟年女性の香りと判断したことが被験者
間で一致していたためあいまいさが小さかったと考えられる。
マリンタイプは第 1主成分と第 2主成分ともあいまいさが小さく、あまり差がなかった。
シェッフェの一対比較法では、快適という結果であった。マリンタイプの香りは心の開放感や、
自らの個性を発揮できる気分になれ、感情表現が表わしやすい香りであるため被験者の意見
が一致しあいまいさが小さかったと考えられる。

5．結　論
本研究では、6種類の香りを用いて、快・不快感について調べ、各香りのイメージからシャ

ノンの情報理論を用い、各香りの情報量を bitで表わした。
1）  　　シェフェの一対比較法を用い、各香りの快・不快感を求めた結果、快適感を示した
香りは、フローラル、フルーティーフローラル、マリンタイプであった。不快感を示し
た香りは、フローラルグリーン、シプレ、オリエンタル 878であった。
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2）  　　各香りのイメージは、情報量を bitで表すことができた。情報理論に用いたデータは、
主成分分析の第 1主成分、第 2主成分の主成分負荷量 0.6以上の形容詞対とした。各香
りの主成分ごとに 0.6以上の形容詞対の用語が異なるために、伝達情報量が異なってい
る。そこで比較するために、形用語 1語あたりの情報量を求めた。フローラルの第 1主
成分は 0.013bit、フローラルの第 2主成分は 0.026bit、フルーティーフローラルの第 1主
成分は 0.061bit、フルーティーフローラルの第 2主成分は 0.029bit、フローラルグリーン
の第 1主成分は 0.024bit、フローラルグリーンの第 2主成分は 0.028bit、シプレの第 1主
成分は 0.08bit、シプレの第 2主成分は 0.048bit、オリエンタル 878の第 1主成分は 0.007bit、
オリエンタル 878の第 2主成分は 0.016bit、マリンタイプの第 1主成分は 0.018bit、マリ
ンタイプの第 2主成分は 0.014bitであった。

3）  　　あいまいさが小さくて不快と感じる香りは、オリエンタル 878であった。あいまい
さが小さくて快と感じる香りは、マリンタイプであった。このことから脳の中で記憶と
して残る快適な香りはマリンタイプであり、不快な香りはオリエンタル 878であるとい
うことがわかった。

4）  　　あいまいさが大きくて不快と感じる香りは、シプレとフローラルグリーンであった。
シプレの香りは珍しい香りであり、様々なイメージを想像するため、あいまいさが大き
くなった。フローラルグリーンは、嗅いだことのある香りであるが、被験者によって嗜
好が分かれるため、あいまいさが大きくなったと考えられる。

5）  　　あいまいさが大きくて快と感じる香りは、フローラルとフルーティーフローラルで
あった。これらの香りは、瞬間的なイメージではあいまいさが小さいが、後から様々な
イメージが膨らんでくるため、あいまいさが大きくなったと考えられる。
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